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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 6日 (2006.12.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

温 炭 化 木 炭 粒 と 、 焼 成 無 機 物 微 粒 と を 含 む 環 境 改 善 機 能 材 料
。
【 請 求 項 ２ 】

記 高 温 炭 化 木 炭 粒 が 、 木 材 を ８ ０ ０ ℃ 以 上 で 炭 化 さ せ た も の で あ っ て 、 平 均 粒 径 ２ ．
０ ～ １ ０ ｍ ｍ 、 炭 素 率 ８ ４ ～ ９ ５ ％ で あ り 、
　

　 前 記 焼 成 無 機 物 微 粒 が 、 平 均 粒 径 ０ ． ５ ～ １ ． ０ ｍ ｍ で あ る
請 求 項 １ に 記 載 の 環 境 改 善 機 能 材 料 。
【 請 求 項 ３ 】

記 高 温 炭 化 木 炭 粒 を ２ ９ ～ ７ ０ 重 量 ％ と
前 記 焼 成 無 機 物 微 粒 を １ ～ ５ 重 量 ％ と を 含 む 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 環 境 改 善 機

能 材 料 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ３ の 環 境 改 善 機 能 材 料 が 、 通 気 性 を 有 す る 包 装 容 器 に 収 容
さ れ て な る 環 境 改 善 機 能 製 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ３ の 環 境 改 善 機 能 材 料 と 樹 脂 と を 含 む 材 料 の 成 形 品 で あ る

環 境 改 善 機 能 製 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ３ の 環 境 改 善 機 能 材 料 と 無 機 系 バ イ ン ダ ー と を 含 む 材 料 の
成 形 品 で あ る 環 境 改 善 機 能 製 品 。
【 請 求 項 ７ 】
　

　 高 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 と 、 、

　 前
の 木 炭 粒

前 記 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 が 、 平 均 粒 径 ０ ． ５ ～ １ ０ ｍ ｍ 、 炭 素 率 ９ ８ ％ 以 上 、 硬 度 ５ ． １
ｋ ｇ 以 上 の ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 で あ り 、

の 焼 成 無 機 物 微 粒 、

　 前 、 前 記 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 を ２ ９ ～ ７ ０ 重 量 ％
と 、 、

か ら ま で の い ず れ か
、

か ら ま で の い ず れ か
、

か ら ま で の い ず れ か
、

請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か の 環 境 改 善 材 料 、 お よ び ／ ま た は 、 請 求 項 ４ か ら ６ ま で



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 環 境 改 善 機 能 材 料 、 環 境 改 善 機 能 製 品 お よ び 環 境 改 善 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 環 境 改 善 機 能 材 料 環 境 改 善 機 能 製 品 に 関 し 、 詳 し く は
、 住 宅 の 室 内 や 自 動 車 の 車 内 な ど に 設 置 し た り し て 、 設 置 空 間 の 湿 度 を 調 整 し た り 、 臭 い
や Ｖ Ｏ Ｃ を 除 去 し た り 、 イ オ ン 調 整 、 電 位 調 整 を 行 っ た り し て 、 環 境 を 改 善 す る 機 能 を 発
揮 す る 環 境 改 善 機 能 材 料 と 、 こ の よ う な 環 境 改 善 機 能 材 料 を 用 い た 製 品 と

を 対 象 に し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 前 記 し た 従 来 に お け る 環 境 改 善 機 能 材 料 の 機 能 を さ ら に 高 め て 、 １ 個
所 に 埋 設 さ れ た り 設 置 さ れ た り し た 環 境 改 善 材 料 製 品 で 、 よ り 広 い 範 囲 の
空 間 環 境 を 良 好 に 改 善 で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に か か る 環 境 改 善 機 能 材 料 は 温 炭 化 木 炭 粒 と 、 焼 成 無
機 物 微 粒 と を 含 む 。
　
　

　

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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の い ず れ か の 環 境 改 善 機 能 製 品 を 敷 地 内 に 埋 設 し て 、 敷 地 全 体 の 環 境 を 改 善 す る 、 環 境 改
善 方 法 。

、 お よ び 環 境 改 善 方 法

、 こ の よ う な 環
境 改 善 機 能 材 料 お よ び ／ ま た は 製 品 を 用 い た 環 境 改 善 方 法 と

、 あ る い は 方 法

、 高 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 と 、

〔 高 温 炭 化 木 炭 粒 〕
通 常 の 木 炭 の 中 か ら 、 比 較 的 に 高 温 で 炭 化 さ れ た 木 炭 を 粉 砕 し て 粒 状 に し た も の が 使 用

で き る 。
具 体 的 に は 、 ８ ０ ０ ℃ 以 上 で 炭 化 さ せ た も の が 好 ま し い 。 平 均 粒 径 ２ ． ０ ～ １ ０ ｍ ｍ の

も の が 好 ま し い 。 通 常 の 高 温 炭 化 木 炭 の 炭 素 率 は 、 ピ ッ チ コ ー ク ス よ り は 少 な い が 、 低 温
炭 化 さ せ る 一 般 的 な 黒 炭 な ど よ り は 高 い も の に な る 。 具 体 的 に は 、 炭 素 率 ８ ４ ～ ９ ５ ％ の
範 囲 で あ る 。

高 温 炭 化 木 炭 と し て 、 備 長 炭 な ど の 白 炭 が 使 用 で き る 。 備 長 炭 は 、 １ ０ ０ ０ ℃ 以 上 の 高



【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　

　
　

　

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　

　

　 〔 焼 成 無 機 物 微 粒 〕
　 原 料 を 焼 成 す る こ と で 得 ら れ た 無 機 物 で あ っ て 、 そ の 粒 径 が 非 常 に 小 さ な も の で あ る 。
　 焼 成 無 機 物 微 粒 は 、 高 温 炭 化 木 炭 や ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 の 周 囲 に 存 在 し て 、 そ れ ら の 機 能
を 高 め る も の で あ る 。 焼 成 無 機 物 微 粒 自 体 に は 、 調 湿 機 能 や 電 磁 気 的 機 能 は 無 く て も 構 わ
な い 。 但 し 、 焼 成 無 機 物 微 粒 に も 、 調 湿 機 能 や 電 磁 気 的 機 能 が 発 揮 で き る 材 料 を 使 用 す れ
ば 、 よ り 効 果 的 で あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
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温 で 炭 化 さ れ た も の で あ り 、 吸 湿 性 に 優 れ て い る 。 木 材 チ ッ プ 炭 化 材 が 使 用 で き る 。 木 材
チ ッ プ 炭 化 材 は 、 赤 松 な ど の チ ッ プ 材 を 木 炭 製 造 と 同 様 の 処 理 で 炭 化 さ せ た も の を 用 い 、
長 径 が ２ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ 程 度 で 厚 み 数 ｍ ｍ 程 度 の フ レ ー ク 状 小 片 を な す 。 具 体 的 な 製 法 や 特
性 は 、 本 件 特 許 出 願 人 が 先 に 特 許 出 願 し て い る 特 願 平 ２ － ２ ４ ４ ２ ２ ４ 号 に 開 示 さ れ て い
る 。 木 材 チ ッ プ 炭 化 材 は 、 空 間 環 境 改 善 機 能 に 優 れ て い る と と も に 安 価 で あ る 。 粉 炭 成 形
物 も 使 用 で き る 。 木 材 チ ッ プ を 、 ６ ０ ０ ℃ 以 下 の 低 温 炭 化 工 程 お よ び ８ ０ ０ ℃ 以 上 の 高 温
炭 化 工 程 の ２ 段 階 で 炭 化 さ せ 、 炭 化 工 程 の 最 終 段 階 で 水 と 接 触 さ せ た 活 性 化 木 炭 も 使 用 で
き る 。 活 性 化 木 炭 に つ い て は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ６ ２ ０ ７ 号 公 報 に 詳 し く 開 示 さ れ て い
る 。

高 温 炭 化 木 炭 は 、 後 述 す る ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 に 比 べ て 、 調 湿 機 能 や Ｖ Ｏ Ｃ （ 揮 発 性 有 機
ガ ス ） 除 去 機 能 に 優 れ て い る 。

〔 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 〕
ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 は 、 コ ー ル タ ー ル や 石 油 を 蒸 留 し て 得 ら れ る ピ ッ チ を 原 料 に し て 製 造

さ れ た コ ー ク ス す な わ ち ピ ッ チ コ ー ク ス の 粉 粒 で あ る 。 製 鉄 分 野 で 使 用 さ れ て い る 材 料 で
あ る 。

ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 は 、 炭 素 を 主 成 分 と し て お り 、 環 境 の 改 善 機 能 と し て 木 炭 と 同 様 の 特
性 を 有 し て い る 。 特 に 、 炭 素 率 ９ ８ ％ 以 上 の ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 は 、 導 電 率 が 非 常 に 高 く 、
木 炭 と 同 等 あ る い は 上 回 る 特 性 を 有 し て い る 。 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 は 、 木 炭 に 比 べ て 硬 く て
強 度 が あ り 比 重 も 大 き い の で 、 地 下 に 埋 設 し て 使 用 す る と き な ど に 、 載 荷 力 が 高 く 、 崩 れ
た り 変 形 し た り し 難 い 。 特 に 、 硬 度 ５ ． １ kg以 上 の ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 は 、 木 炭 に 比 べ て 載
荷 力 が 大 幅 に 向 上 す る 。 導 電 率 の 高 い ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 は 、 電 気 的 な 特 性 に よ っ て 、 環 境
改 善 機 能 材 料 を 構 成 す る 粒 同 士 の 結 合 力 を 高 め る 。

ピ ッ チ コ ー ク ス は 、 平 均 粒 径 ０ ． ５ ～ １ ０ ｍ ｍ の も の が 取 扱 い 易 く 、 環 境 改 善 機 能 も 良
好 に 発 揮 で き る 。

ピ ッ チ コ ー ク ス は 、 電 磁 気 的 な 環 境 の 改 善 機 能 が 優 れ て い る と と も に 、 木 炭 な ど に 比 べ
て 安 価 で あ る 。 高 温 炭 化 木 炭 よ り も か な り 安 価 で あ る 。



　 商 品 名 「 Ａ Ｚ Ｐ 」 （ ラ サ 工 業 社 製 、 リ ン 酸 エ ス テ ル 製 品 、 化 学 名 ： オ イ レ ル ア シ ッ ド ホ
ス フ ェ ー ト ） が 使 用 で き る 。
　 商 品 名 「 イ オ ニ ー ド 」 （ 昭 和 電 気 硝 子 工 業 社 製 、 ガ ラ ス 素 材 ） も 使 用 で き る 。 こ の 物 質
は 、 マ イ ナ ス イ オ ン や 遠 赤 外 線 の 放 出 機 能 が あ る と さ れ て い る 。
　 焼 成 無 機 物 微 粒 の 大 き さ は 温 炭 化 木 炭 粒 の 粒 径 に 比 べ て 小
さ い 。 具 体 的 に は 、 平 均 粒 径 ０ ． １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ の も の が 使 用 で き る 。
　 〔 環 境 改 善 機 能 材 料 〕
　 前 記 し た 温 炭 化 木 炭 粒 と 焼 成 無 機 物 微 粒 と を 含 ん で い る こ と に
よ っ て 、 良 好 な 環 境 改 善 機 能 を 発 揮 す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 目 的 と す る 機 能 に よ っ て 、 各 材 料 の 配 合 割 合 を 変 更 す る こ と が で き る 。
　 通 常 は 温 炭 化 木 炭 粒 を ２ ９ ～ ７ ０ 重 量 ％ と 、

焼 成 無 機 物 微 粒 を １ ～ ５ 重 量 ％ と の 割 合 で 含 む 。 調 湿 機 能 や ガ ス 吸 着 機 能 を 高 め る に
は 、 高 温 炭 化 木 炭 粒 の 割 合 を 増 や し た ほ う が よ い 。 具 体 的 に は 、 高 温 炭 化 木 炭 粒 の 割 合 を
６ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ 、 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 を ２ ９ ～ ３ ９ 重 量 ％ に す る 。 電 磁 気 的 な 機 能 を 高 め
る に は 、 ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 を 増 や す こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 温 炭 化 木 炭 粒 を ２ ９
～ ３ ９ 重 量 ％ に す る 。
　 上 記 以 外 の 材 料 を 配 合 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 砂 な ど の 天 然 物 や 、 セ ラ ミ ッ ク 、 金
属 な ど を 含 む こ と が で き る 。 通 常 の 黒 炭 な ど 、 高 温 炭 化 木 炭 粒 に 比 べ て 低 温 で 炭 化 さ れ た
木 炭 も 配 合 で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に か か る 環 境 改 善 機 能 材 料 は 温 炭 化 木 炭 粒 と 、 焼 成 無
機 物 微 粒 と を 含 む こ と に よ っ て 、 従 来 知 ら れ て い た 各 種 の 環 境 改 善 機 能 材 料 に 比 べ て 、 格
段 に 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き た 。 特 に 、 電 磁 気 的 特 性 が 顕 著 に 改 善 さ れ る 。
　 そ の 結 果 、 例 え ば 、 従 来 は 住 宅 の 敷 地 内 で 複 数 個 所 に 埋 設 し な け れ ば 十 分 な 性 能 が 発 揮
さ れ な か っ た 炭 素 埋 設 材 を 、 １ 個 所 に 埋 設 す る だ け で 敷 地 全 体 に 良 好 な 機 能 を 発 揮 さ せ る
こ と が で き る 。
　 し か も 、 比 較 的 に 安 価 な ピ ッ チ コ ー ク ス 粒 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 比 較 的 に 高 価 な 高 温
炭 化 木 炭 粒 の 使 用 量 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き 、 環 境 改 善 機 能 材 料 全 体 の 製 造 コ ス ト を
低 減 す る こ と が で き る 。
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